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建設におけるビオトープの現在
一生物多様性、CSR、まちづくり－

清水建設技術研究所那須守

本稿では、建設におけるビオトープ復元・創

出の事例について報告し、地域環境保全におい

てビオトープの果たした役割や効果、そして課

題を明らかにする。対象は今日注目されている

生物多様性、企業の社会的責任（CSR)、まちづ

くりに関する事例とした。また、新しい概念で

ある生態系サービス6)の視点から、ビオトープ

づくりにおける将来的な展望を述べる。

１．ビオトープの今日的意義・役割

環境保全対策としてピオトープ（Biotope）と

いう言葉を見聞きする機会が多くなっている。

身近な学校ビオトープからＥＵ諸国におけるビオ

トープネットワーク計画と様々な取り組みが見

られる'１。

一般にビオトープは、「生物の生息する空間」

と説１mされることが多い。ギリシャ語のビオス

(Bios：生物）とトポス（Topos：場所）を合成

したドイツ語と補足される。一方、土地の生態

学的意味や価値を明確にするランドスケープ・

エコロジー（景観生態学、地域生態学）におい

て、ビオトープ（生物生態学）は、ゲオトープ

(地生態学)、アントロトープ（人間生態学）と

ともに、ランドスケープの最小1i１位である等質

地域としてのエコトープの構成要素となるzL3)。

たとえば日本の景観を特徴づける里１１１には、雑

木林、カヤ場、畑、水田、水路、溜池等のビオ

トープが繰り返し現れる。

ビオトープ発祥の地であるドイツでは、地域

の景観保全や土地利用を管理する単位としてビ

オトープは位置づけられている⑭。そのため各都

市でビオトープを調査、分類し、生物相の目録

とビオトープ地図が作成されている。我が国に

おいても兵)iii県等の自治体で手がけられている。

生態学的価値の高い原生的なビオトープを優先

的に保護し、環境管理によって里山のように人

との関わりが必要なビオトープの健全化を図り、

建設工事によって都市部など生物多様性の低い

ビオトープの価値を上げようとするのが、今日

の生態系保全の方向である5)。このようにビオト

ープを基本として、地域の景観や生態系、土地

利111（開発）をマネジメントする意義は、地域

環境の価値を高め、健全化することにある。

２．ビオトープ復元・創出に必要な技術的配慮

ピオトープと一般の建設工事とには、表－１に

示す生態系システムと人工系システムの遠いが

ある。

表－１生態系のシステム的特性7）

従って、人為的にピオトープを復元・創(1)す

るにあたっては、そのシステム特性である未知

性、安定性、制御性に対応すべく、次に述べる

技術的配慮が望まれる。

①事業の上流段階から生態系に配慮する。

②貴重極ではなく地域生態系を保全する。

③自然の材料、自然の特性、自然の潜在力を

活用する。

④モニタリングによって保全対策を評価する。

⑤地域と協同で育成する。

ピオトープの保全は、事業による影響を回避・

最小化することを優先すべきであり、これをミ

ティゲーション（代償措置）の順位という。回

生態系 人工系

未知性
多くの宴素･梢造･機能が未知で

ある

要素・構造･橿能はすべて既知の

ものが使われる

安定性

一般に、要素（生きものの祖）が

多L､ほど、自己修復樋能が働き、

システムは安定している

一般'二要素の数が少ないほど､故

陣が少なく、システムは安定する

制御性
システムのごく限られた側面だ

けjb(、人為的制御の対象になる

システムのあらゆる側面が､人為

的61脚の対象となる
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避・ｌＴｉ小化は事業予定地の変更や二k地ｲ''１１１の変

更を伴うので、①の｣二流段階における生態系配

慮が必要とされる。２ｊｉ業地の生態学的lllilliIはビ

オトープマップによって判断されるべきである

が、存在しない場合が多いので、その|'ｻﾞ点で生

態系評hlliが実施される。その際に要求されるの

が短Ｗｌに実施できる評Illi法である８１．

②の地域生態系保全では、それを指標する柧

を何にするかが課題となる'１.生態系的ｌｈ標極、

キーストーン種、アンプレラ極、象徴ilH、希少

種から空Iillとセットで選択される。

③の|÷l然の材料の使１１１にはjullj刺子緑化があ

る。表二ｔ'１１に含まれるiIH子を埋二IZ種子と'Ｉｆび、

この表｣Zを使った緑化技術が埋土;種子緑化[法

である。表二tは地域の多様な種子を含むため多

様で同然な緑を復元できる。図－１は'二1然の力を

利川して絶滅危棋植物の生育地を燗やしたりWIliIl

である。非常に軽いという1iii子の特性を1Miまえ、

上流にＩｉｆｉ物を移植し水流によって1《流にimi子を

広げ繁殖させる方法を実施した。結果として、

絶滅厄111植物が4k青する場所を調整池全域に創

出した。

生態系の現象は不確実なことが多い。そのた

め安定状態を確認できる迄、④のモニタリング

によって朧祝し、変化に柔軟に対応する必要が

ある。

⑤のビオトープの(liuliや維持管EI1に地域Ｉｊｉ民

が参画することは、住民の環境保全に対する意

識やライフスタイルを変え、地域コミュニティ

の形成にも繋がる。地域の生態環境を蝋かにす

る湘助は、環境だけでなく、健康、安全・安心

の地域づくりにおいても展開でき、INii広く発展

していく事例も見うけられる。住民参Ｍ１におい

ては、効率的に参加者の考えや意見を顕在化、

集約化する方法やツールが求められる。

３．生物多様性､ＣＳＲ、まちづくりにおける事例

３．１調整池を活用した地域生態環境の復元

都Tl｢化の進展は、樹林や農地などの緑地や水

miを減少させ、ilii水浸透のない人工的被覆を増

川lさせた。都市の水柵環機構は変化し、洪水流

迅の墹大・集中化といった現象が生じる一方、

WiiⅡｌｆの水量は減少した。このように水と緑の

環境が最的にも質的にも低下していくに従って、

都iljの生物多様性は低下していった。

調縦池は、洪水ｌ１ｌｉのｉ１ｉｉ水流出をlIllIIillすること

を三1{な[1的とする防災施設である。従来、この

施設には土地のｲ丁効利111の観点から広場、テニ

スコート、駐車場等が導入されることが多かっ

た，しかし流人水や）ﾘj水によって貯水もしくは

湿jul状態を保持すると、水域から陸域にいたる

多様な生物環境を形成する可能性を持つ'0)。

そこで筆者らは、］:業団地の土地区画整理事

業において、調艘池にピオトープをiillllＩするこ

とによって、開発の彫響で消失する湿地環境の

回復と絶滅危倶生物の保全を実施した'１)ので報

調整池での

タコノアシの保全保全対象種 騨鯉LLmj蕊i熱醸廻ブ

種子特性から、

湧水上流部に移植

水流により下流に

分布拡大

瀞iii、

モニタリング

図－１自然の力を利用した絶滅危恨植物の保全
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トープを整備する。

③絶滅を危恨されているタコノアシの保全法

を検討し、安定した群落を復元する。

生態系保全計画においては、生物多様性の観

点からブロードスケールからファインスケール

まで幅広いスケールの問題を検討する必要があ

る。生物の生息場所は、一定地域のなかで大き

くは地域規模から小さくは落ち葉のかたまりの

ような微視的なものに至るまで、幾重にも重な

りあって存在しており、それらはあたかも複数

の中身をもつ入れ子細工のような階層構造をも

っている１２)。そこで計画にあたっては、地域領

域レベルにおける「ビオトープ・ネットワーク｣、

調整池領域レベルの「ビオトープ・システム｣、

さらに水辺や樹林等それぞれの「ビオトープ」

に階層区分し検討した。各計画レベルに対して、

それを特徴づける支配的な事象を位置づけ検討

の課題とした。それらはビオトープ・ネットワ

ークでは個体群間の遺伝子交流、ビオトープ・

システムでは生き物の生活史にともなう生息場

所の移動、そしてビオトープでは生息場として

の多様性である。

ビオトープ・ネットワーク計画においては、

相観植211図から地域のビオトープ・ネットワー

クの核となるエリアを抽出し、事業地に計画さ

れた４つの調整池の｢１１からこれらの核と連続す

る調整池をビオトープガリ出の場として選択した。

ビオトーブ・ネットワークの核（コアエリア）

とは生物種の供給源となり個体群間遺伝子交流

が行われるものである。

ビオトープ・システム計画では、生物の生活

史にともなう生息場所の移動や生物多様性の確

保のために異種のビオトープをモザイク状に配

置した。ビオトープ・システムとして調整池周

辺（311a）を設定し、図-３のように調整池の両

0111に位置する森林ビオトープ（残置森林）に連

続して水辺ビオトープ、森林ビオトープ（郷土

種・食餌木からなる造成森林)、草地ビオトープ

を配置した。地域のビオトープ・ネットワーク

との述続性は残置森林を介して確保した。

ビオトープ・システムの構成要素である水辺

ビオトープ（図－４）には、調整池の開放水域か

ら斜面林へ階段状に環境が推移するエコトーン

告する。

ｌ）階層的生態系保全計画によるビオトープの創

出

辮業地は、下総台地から九}一九里平野へ移行

する丘陵地に位置した。景観の特徴は谷津田と

その斜面に続く雑木林やスギ植林のセットであ

った。主な注目すべき生物として、鳥類ではノ

スリ、チュウサギ、両生類ではトウキョウサン

ショウウオ、植物ではタコノアシ、エビネ、ギ

ンラン等水辺や樹林に生息・生育する種があげ

られた。

しかし、この地域では高度経済成長期以降の

ニュータウン、ゴルフ場の開発や道路網の整備

によって、谷津田や樹林の減少や分断化が進ん

でいた。そのため、これらの環境に依存してい

るトウキョウサンショウウオやメダカ等に代表

される水辺生物の個体群・個体数の減少や局所

的絶滅等が起こっていると考えられた。

調整池におけるビオトープ整備のフローを図

－２に示す。地域生態系の調査・分析と事業にお

ける環境保全の課題を考慮に、下記に示すビオ

トープの整備方針（目標）を設定した。

①地域のビオトープネットワークの拠点とな

るビオトープを調整池に整備する。

②トウキョウサンショウウオやタコノアシを

生態系の指標として多様性の高い水辺ビオ

－－１ 

－－」

－－０ 

モニタリング・評価 －－－－-，－－０ 

図－２生物多様性保全のためのビオトーブ整備フロー
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図－３ビオトープシステム計画

法面の草地へ
偽薑鰄

階段状の湿地
（約400,2）

池に接する斜
面下部の樹林砲午、

湧水を水源と
する池･水路
（約150,2）

図－４調整池に整備した水辺ビオトープと主な生物生息場

を構築した。階段状に造ることによって各段の

斜面勾配を緩やかにし、冠水の程度や土壌水分

の相違等による環境変化をねらった。また、湧

水を水源として斜面林に接する池を造成した。

そしてピオトープの各所に鳥類、両生類、昆虫

類、水生昆虫類、魚類のために多種の小生息場

を創出した。各小生息場のモデルは表－２に示す

地域の良好な生物生息環境である。

動植物は、水域には深さに応じた水生植物、

陸域にはタコノアシを中心とした湿４１ﾐ植物を導

入した'3)。導入方法は現地水、表土の撒きだし、

及び近隣の休耕田、溜め池からの移植である。

遺伝子撹乱を防止するために材料は現地のもの

を使用した。動物については人為的な導入を行

わず自然移入とした。

調整池のビオトープ整備は1998年５月に竣工

した。その後、成長過程をモニタリングしなが

ら維持管理と改良工事を実施した'４Ｍ５１．

３年間にわたるモニタリングから水：３年間にわたるモニタリングから水辺ビオト

ープの整備によって、表－３の目標とする谷津、

の生態系が形成されたと考えられた。４１三態系の

基盤である植物は１年目から増加を続け、３年

目の緑被率は70％に達した。湿生植物種の割合

は46％で、それらは捲き出した水田表土から発

生したものを主とする。動物では鳥類12種、両

生類６種、昆虫類60種、魚類10種、そして底生

動物39種を確認した。これらは全て、ビオトー

プネットワークを介しての自然移入である。鳥

類、両生類、魚類には環境省レッドデータブッ

ク等に挙げられている極が多く含まれている。

２）モニタリングと順応的維持管理

人為によって創出されるビオトープにおいて

は可初期段階の変化が著しい。そのため施工後

１年目で想定した環境が形成され、目標が達成
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表－２ハビタットのモデルと目標生物 ３．２環境共生に取り組む企業緑地

近ｲ|:k、企業が環境保全を'二|的として、｜とＩ社の

Plv物)ﾘ｢や]川のllMUulﾉlにビオトープをつくる取

組みが1Ｗえている。

企業がつくるビオトープは、次に述べる地球環

境保全、地域貢献、そして企業の環境改蕃の役

割を１１１う。

①地域の生態系ネットワークの拠点や飛び石

として、生物多様性を保全する。

②ｲｲ'しから大人まで幅広い人々が、地域の自

然と触れ合うことのできる学びと交流の場

となる。

③ストレスの多い現代の職場において、従業

貝が|:１然Ｉｌ１でリフレッシュし、illi女(を回復

する。

企業にとってピオトープは環境絲桝lniで多面

的な効''１を得るポテンシャルを係ｲ『する。しか

しｆｌｆ態系そのものの未知性、雑l繩;j1l1の負担、

営業ii1ilﾘﾉとの|lL1係が不Ｉﾘl確等のＩＨＩ題から、その

瀞/l;ﾉﾉを十分に活かしている事例は少ない．そ

こで継続的なモニタリングとそれにｊＩＬづく維持

柵〕'1を実施することによって、企業ビオトープ

の効果を検iiIlしている取り組み'６)をi}!〈liする。

ｌ）Ⅸ1境姿勢を』二LUl化するビオトープの(ｉｌｌｌｌ１

ｊＩ《in(体試験装置等の|＃１発・製〕fiを手がけるＩＴ

先端企業のliH究|)'１発センタには、写１１４－１に示す

ＩＥＩ|ﾉﾘlIi大級の本桁的なビオトープが''11(術されて

いる、このビオトープは環境保全iiili1Iil)の一環と

してl2l然との共生を［１桁し、’二1然とのふれあい

を通して地球環境の大切さを学び、その企業姿

勢を示すjMとして処設された。

llljuは約17,000Ⅱfの広さがあI〕、企業が建設

するビオトーブとしては大Md摸なものであった。

しかし述投前の環境はＨ１/I;とは異なりシバがわ

ずかに2Ｍ〈する生物多様性の低(柳地であった。

また'１)ｌＵＩ１ｌＩﾊ|辺も水Ⅱ1が広がる平111な':地で自然

l1il境の多様性は高くはなかった。それゆえビオ

トーゾ処,没の課題は、AⅡ(,１１に化物多様性を向上

させるか、そのための|=l標生物及び'１鋤ili環境の

設定であった。

処殺二に|｢に先だって、①蝋境調fiIf、②ビオト

ープネットワークの検討、③誘致''2物の選定、

④洲|iする生息環境の設定、⑤ランドスケーブ

表－３水辺ビオトープに形成された谷津田の生態系

Ｉ岡田

されたか仁恕われることもある。しかし飛行の

経験によると、その評価には少なくとも３ｲ'''''１

のモニタリングが必要と考えられる。

本ビオトーブにおいても、lXl-4の}ｿj水を水源

とする池において底L1iiiD物が３H1主'１１１で23ijnから

１１種と半減した。この要ｌｋｌは、外来ilHのｌＩＩ食圧

とhll水|i(1物のｲ《足であると分析し（仮税)、アメ

リカザリガニやウシガエルを駆除する「かいＭ

と池に1111水Iifi物の生育に適した浅』肌を造る改良

工事をりく施した。結果、かい堀を実施した後に

は底4ＭW物が18郁仁lUl復した。

このように41{態系のliI態を継続的にWIiiMし、

予iI1lIし雌い変化に柔軟に対応する柳】'1二〃《を|'【ｉ

応的椥]'１（A(1apIiveMallflgelllelDI）という。｜|【ｉ

応的櫛lll1において計画は仮説であり、モニタリ

ング結1Mは仮説の検証に１１lいられ、よ')良い維

持管jDl1、i1l1lliにフィードバックされる。

従って、！'（業者は「ビオトープは竣二l:Ⅱｻﾞがス

タートである」ということを十分に認識し、ｉ１１

画から迎川迄の－速のプロセスを総合的に獄,ｉｆ

した収I)組みを椎進する必要がある。またモニ

タリングや維持袴EI1は、それを負１１{と捉えず、

事業者の瑚境姿勢を社会に示す機会にIlIj<換する

ことによって、実施llliluを高めることができる

と思われる。

生物生Ｂｉｌｌ モデル 目lR栖生 【】l叩l物

階段状の､Ｉ的

湧水を木刀とす

る池･水路

池に槌する01■

下郎の３１Ⅱ

柤生の'二れ込み

とえぐれのある序

浮藁組物のある

広い水■

行本、の放棄水

田の、生、地

ｎ位ケイC口の活`辺

のｕ地

■辺の良好な昂

武｡【且■$＊

ロ触のj１１や池の

'二れiMjとえぐれ

水位反則のある酒

池の叩菓Ｍ杓

ﾀｺﾉｱｼｶﾔﾂﾘ，Ｗ、ｽｹ

F】,ｲｸＷ】

ﾐｸﾘRﾛｽｹﾞRｎ 

ｲｸ.Ｗ､ﾔﾅｷﾞF１ 

ﾐｽ､キエノキムケノキ

ﾔﾏｸﾞﾜヰ

ﾔﾘﾐｿﾞｿﾊﾞ9$尾.ｸﾜ]ｼ

２V尾.ヤナＷ】

ｕルロヒツジグサ

ﾋシ

ｲﾄﾄﾝﾎ,lUI,ｌＩ花性児虫

９月。.ﾐﾙﾘ月

トン4.Ｍケ゛ソゴ的■トウ＄】

ｳｻﾝｼ､ｳｳＩ 

トウ60ｳｦﾝｼ”ウＩ

ﾆｷﾝｱ2ガZＬ

ﾒﾀ､カモツゴ､ｷﾞﾝﾌﾅ筍の■

8１ 

bHRHキ・ンヤンマ.ｺンアキトン

*Ｗﾄﾝ4.1A 

階圃区分 生態系の梢成要素

高次消澱者

(食肉性中型動物）

ﾀﾞｲｻｷﾞ,ﾁﾕｳｻｷﾞ等ｻｷＷｉ，

ﾔﾏｶｶﾞｼ等

３次消概者

(食虫性中型動物）

ｶﾜｾﾐ.ｾｷﾚｲ類ｶｴﾙ類，

ﾄｳｷｮｳｻﾝｼｮｳｳｵ等

２次消澱者

(食虫･雑食性小型動物）

1次消澱者

(食植性動物）

ｷﾂﾌﾞﾅ,ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ,ｶｴﾙ類

幼生`ｹﾂｺﾞﾛｳ類等

カモ類,ﾄﾋﾞｹﾗ類,カケ・ロウ頚

等

生産者(植物） 水田雑草,ﾖｼ,ガマ等
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写真－１研究開発センタに創出されたビオトープ

デザインの検討、⑥維持1”11プログラムの検討

が実施された。

環境調査の結果から、近くに利根川やその支

流である河川、沼があることからカモ類、サギ

類など水辺の鳥類が多く耐認された。また建設

地をUllむ水田の先に屋敷林、畑地が点ｲI:してお

り、水辺、草地、樹林の､11境に応じた41i物が生

息すると推察された。これらの調査をllIIiまえ、

①関東平野の昔ながら１１１|《|風景の復元する、②

カモ類を'''心に水辺、草地、樹林の多嫌な生物

のピオトープネットワーク形成に配慮した環境

とする（lXl-5）、③従業員の安らぎの川と地域

社会との交流の場をiilⅡ|Ｉすることをビオトープ

の[1標とした。

ランドスケーブデザインにおいては、高低差

3ｍの微地形と水辺、ｙif地、樹林からなる環境を

両Ulriし、生態学的な兄地から多様な/k物が生息

できるように配忠した．主な生態学的配慮二|『項

には、①IUli存樹木のiililll・郷土極のlill蛾、②水

辺から樹林そして｛if地へと連続的に変化する自

然に近いエコトーン（環境の移行柵）を形成、

③人と｣|きき物との非1:沙Mli離の確保、①小動物

のすみかとなるビオトープ装置の配IiYがあげら

れる。

ビオトープは2001イド411に竣工し、その後、

モニタリングによってその成長過FI1や効果につ

いて継続的に確認された（表－４)。そしてその

調在結果は順応的維柵?1111に反映された。

図－５ビオトープネットワークの概念図
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２）企業と生物多様性のＩＭＩ係

進行する地jDMU模の生物多様性の危機に対処

するためには、企業の取り組みが不可欠という

のが'111際的な認識となっている。我が、におい

ても2010ｲWm1｢li1で開催される生物多様性条約

第lOlml締結ｌＩｌ会議（COPlO）にlr1け、瑚境省そ

してｌｎｌ１１ｌ企業のｌｌ１体である'1本経卜11述、企業と

生物多様I'|§イニシアティブ（jBlB）等において、

企業の41i物多様性保全行劾を'''1進するための検

討、IijI先がなされている。

企)Ｗ)１１)(1)糺lむＣＳＲ活劫の'１１では、ビオトー

ブによる地域の化物多様性保全は企業IIillll〔の向

上につなげ易いものと考えられる。それはCO2(|｜

減に比べると効果を実感し易く、熱ｲ'１F林の保譜

のように海外でﾘﾐ施されるものではない。自社

のIli价所や]:l肌があるなどＩＨＩわりの深い｣２地に

おいて、企業ili氏として地域の剛境、教fi、文

化にri〔ｌＩｉＩできるビオトープを〕iliることを〕I､じて、

企業が'１桁している「より良いＩI:会のビジョン」

を伝えることができるからである。

生物多様性は地球環境llIl題であるが、地域の

212態系とそれが生活と関わることによって形成

された文化（例えば風ﾆﾋ、伝統｢｢１F、ｌＷｉなど）

を将来に継承するローカルな訓｛題でもある。従

ってそれらのIlllilliI[についてjlll域的認識を,l9liめる

ことが、地域の》i1j策として必j脚であり、企業の

生物多様性へのl()(1)組みに繋がると思われる。

表－４ビオトープで確認された生物種数

註）2003ｲＭｒの,lllifでは１Ｍi動物の湖１１ｔは'１１１ＭのＩｉｉＷ(にとど

めた。

2007(lL1qiの燕は2006fl211ri1HWfの結IＩＬ

植物についてはh(i21f調査にもとづいてﾀﾄ川ｉｉｉ

物を駆除し、征来illiの保護育成をﾘﾐ施した。そ

の結果、〈l:米１１(i物illi政は噌加を続けた。またjiD

物種も１WⅡＩし、ビオトープの生物多様性が|(illt

していった。冬季には100羽以｣zのカモ航が〕|ｾﾞ米

し、数kI】]離れたｲlllll111や沼とのビオトープネッ

トワークの形成が|化察された。また夏季には池

のヨシ11;(でオオヨシキリが巣立つなど`ＭＩＩの繁

殖場として機能していることがIili認された。

ビオトープの効果を確認するために、水ビオ

トープと隣接する修環緑地についてチョウXIiの

生息数を比較した。その結果、iilWlMi雌あたI）

の確認１１１体数がビオトープでは118.811A|体／knl、

修景緑地では29.911A１体／kｍと約4111fに'二ること

がり|らかになった。

工業卜１１地の裸julに建設されたビオトープは、

周辺のnW境と洲ｲⅡしながら多様な｣|i物がZ1iL1､す

る場として成艮すると共に、１m李１１｢々の変化を

見せる)IMMを形成していった。それは水'１１、茅

場、#lIi水|《卜などIHlDI〔平野北部のｌｊｊ(ｌ１Ｍｉｌである。

ビオトープの''１では従業員の散莱や'４１然Iljl察が

良く見受けられた。従業員へのアンケートによ

ると、ｊｉＷｌを|(１－１:させる、癒しや安らぎをリえ

る、ｆｌｉ物を係念することにビオトープの効果を

感じていた。企業の発行する「CSRReI)oll」に

は、地域とのコミュニケーションのﾙﾘとしての

活111も'し)Illiされた。ｉｌ:貝とその家族によるﾀﾄ来

種駆除を』【ねたアメリカザリガニ釣I)大会、地

元小学生を対象とするに|然観案会のlM11111などで

ある。

３．３住民参加型ビオトープづくり

Lli物多様性の|Ⅱl復に向け、どのようなlL1然環

境を!()(1)戻すのかという'二1棟やその方法につい

ては、地域のｌＬｌとWIi、主体ＩｆｌｉがW〔Iii〔されるべき

であI)、多梯な主体の参M1と述111によって実施

することが求められる。そして幣備されたに}然

環境を将来にわたって良好に維持するためには、

｣:地や地域に|Ｍいた住民組織やiUi1lWによって

楠jll1されることが必要である。

そのためには、住民を''１心に地域の多様な主

体がill･iuli段lllfから参川|し、Ⅱ狐のｊ１ｌ１解、納得で

きる糊Iliillmiを簸定することが望まれる。しか

しiil仙i段ljlfにおいてワークシコップ（ｗs）等の

I1i尺参１１１１を１１:うり#業が見られるものの、そのよ

うな機会において立場やニーズの異なる多様な

対象生物
確肥ｌｐ数

2001年度 2003年度 2007年度

哺乳類 １種 ４種 Ｉｌｎ 

鳥類 １７種 ２９種 ３８１■ 

両生類１種 ３榎 ３種

爬虫類 １種 ２１且 ２Ｉ且

昆虫類 1２０１， 169楢

魚類 ３種 ３Ｉ、 ４梱
蜜

底生動物 1３１， ４０種
※ 

植物(在来1Ⅱ草本） ２５種 5９１， 7９１２ 
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主体の意見を具体的かつ効率的に反映しながら

iillmを形にする手法は、未だ確立されていない。

そこでピオトープ等の自然環境を住民参川|型

で計画するプロセスにおいて、住民がiillmi内容

を具体的に理解、納得し、計画参加者|Ⅱ1のより

スムーズな合意形成と効率的な計ilmi策定を可能

とする計画支援システムを構築しその効果をリミ

証した】７１ので報告する。

ｌ）ｌ１ｉ民参力Ⅱ型ビオトープ計画システムのｌＩＩｌ苑と

適川

長野ﾘiL大町TI『内の用水路改修事業に伴うビオ

トープの計画策定に本システムを適川した。１１１

水路の改修に伴い、水路に沿って設ける１００～

300Hfの残地、５ヶ所について多自然型空'''1を縦

lWiする計画である。整備後、地域住民が雑I州；

nMの主体となるため、計画を住民が納得して合

意する必要があった。しかし事業者のlXlmiによ

る税Iﾘ1では住民の理解を得られ難い状況にあっ

た。

そこで住民参加型計画支援システム１８)を川い

てiil･画を策定し、住民の維持管jql1に対する意識

を向｣芒させることに取り組んだ。この計iuliシス

テムの特徴は、住民の多様なニーズに対してⅡ;

民、ｇｌｉ業者、計画者、生物の専ｉｊ[1家が'１標空'''１

像を協働で編集、シミュレートしながらつくり

あげ、住民の意見を随時反映させることにある。

すなわち従来の参加型計画で実施していたスケ

ッチ等'又lmiや模型による手法では困難である|］

標空ＩＨＩ像のインタラクティブな編集や仮想体験

を可能にした。

ｉ11.画のプロセスは次の３ステップをＷＳ形式

で実施する。

SteI)１：住民が望む環境を顕在化、共有化するこ

とを目的とする。そのため住民に対する

アンケートを基に適切な整備モデルを提

示する。

Step2：参加者が利用や維持管理を想定しながら

計画1ﾉﾘ容を話し合う。そして話し合いに

よって得られた要素をキーフレーズ（面

を表した言葉）で表現し、｜|標鰯境像と

して構造化する。’一Ｉ的、｜]的の達成要

件、要件を満足する空間、空|H1のディテ

III1Mil1lili 
ビオトープの

目的

ヨ的迎成O
P-AhIn函低

、ゆけ＝咀朶午梁

顯鰯蝋illllil震

「蕊1噸鰯
inがj１Ｗ込める魚の餌とな色
iEI･患瞳昆虫の檀と

図－６ビオトープの目標とする環境をキーフレズと画像で構造化（－部）
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例が少なくなっていたが、今回の計画が地域の

伝統を存続させる役割を担った。このように住

民の生活に根ざした検討がなされることは、住

民参加型計画の望ましい姿である。

また、計画に参加した住民の維持管理意識の

変化を調べた結果、最終的に50％以上の人が維

持管理に必ず参加すると答え、参加しないと答

えた人はいなかった（図－８）。当初の図面のみ

を用いた説明では、計画に対する理解が得られ

難かったことを考えると、本システムは住民の

理解度や納得度（手続きの納得度、要求の納得

度、社会・環境的な納得度)19)を高め、合意形成

を図るうえで有効であることが明らかになった。

一ルや要素の階層構造として、「利用ニ

ーズや目標とする生物」と「必要な空間

や生態的要素」との関連をネットワーク

で結び示すことによって、適切な利用、

維持管理が実施されるように配慮する。

Step3：３次元ＣＧ（コンピューターグラフィッ

クス）を使った目標空間像のシミュレー

ションを行い、出来上がりの姿を仮想的

に体験しながら利用、誘致生物、維持管

理を総合的に判断し計画をつくりあげ

る。

本事業ではまず、自然環境ニーズアンケート

を水路整備地域の210世帯を対象に実施し、その

後、住民と事業の担当者による公開ＷＳを２回

開催し計画をつくりあげた。最初のＷＳで図－６

に示す計画の目標像をつくり、２回目のＷＳで目

標像の具体的な姿を確認しながら計画を議論し

た（図－７）。議論の中心は整備後の維持管理で

あり、立場の相違から住民間の対立も生じた。

しかし地域住民が参加し共同で作業を実施する

伝統的な仕組みである「町普請」によって維持

管理することで合意した。最近では町普請の事

■維持管理に必ず参加

□参加しない可能性が高い

画堕侭田境･活助内容によって参加

圏参加しない

前
ｓ
 

Ｓ
 

Ｗ
 

Ｗ
 ｄ
ｚ
・
（
〈
恩
（
ｌ
Ｃ

ＷＳ２ 

0％ ２０％４０％６pAb８０％100ｌｂ 

維持管理意織９６

計画参ｶﾛ住民の維持管理意識の変ｲヒ図－８

２）住民に開かれた地域環境情報システムの整備

住民の地域環境に対する認識が高まり、環境

政策、計画、行動、監視にかかわる機会が増え

始めている。そのため住民に適切な地域環境情

報を提供できるシステムが必要になる。

それは従来のように行政のみのためのシステ

ムではなく、住民の環境保全活動によって収集

されるモニタリングデータも蓄積、公開し、住

民の環境行動を誘発するような開かれたシステ

ムが望まれる。

地域のビオトープ地図があり、それぞれのピ

オトープの管理方針・管理目標が住民に合意さ

れ、管理指標や生物相の状況を容易に把握可能

とすることが、各種の計画、施策に生物多様性

を反映させる基盤になると思われる。

職
４．今後の展望一都市生活の魅力を高める

都市のランドスケープ要素であるピオトープ
図－７ＣＧによる目標環境像の計画（上）と実現の

姿（下）
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の魅力づくりに応１１)できると考えている鑓)．そ

れはLkiIiに安らぎや潤いを提供するエコロジカ

ルな緑Iul（ビオトープ）を、住民にＩらが育成す

ることを皿して、心身の他1,1〔を維持し、コミュ

ニティの活性化を図るまちづくり活動である。

このhMlﾉが'二1標とするモデルは、人Ｉｌｉ１の欲求を

５段lIlﾉﾄﾞに階府化した心理学者アブラハム・マズ

ローの「欲求段階説」に整合する。自然に接し

たい、自然の'１１で安らぎたいというのは生理的

欲求（第１段階）や安全の欲求（第２段階)、育

成管1111で人と交流したい、管jHI1行助を人に認め

られたいは所属と愛の欲求（第３段階)、承認の

欲求（第４段階)、まちづくりiili1lWのような社会

貢献をしたいは自己実現の欲求（第５段階）に

対応する。従って動機をうまく与えることによ

って、」二位段階の行動に進展していくというの

がモデルの仮説である。動機付けの１つは、管

１１１１作業によって得られる心身の(Ｍ〔（生理・心

11Ｍｿ効果）である。現在、この検証に筆者らも

取り糺[んでおり科学的データが縛械されつつあ

る。

また参考になる実施事例として、米国のニュ

ーヨークTIiで生まれたコミュティガーデン23)、デ

ィービスiliのビレッジホームズというエコロジ

カルな仇宅地２４)、２０年かけて森j林浴を身近に体

験できる緑地（写真－２）を造り」こげた東京都板

橋区のサンシティ露)がある。いずれも住民が緑

地の建設や維持管理に関わることによって、街

の蝋境、人の健康、人と人との交流の健全性が

維持されている。そしてそれが都ＴＩj生活の魅力

を高めている。

公■･紐nＷあい

公共文団扇〃■円されている

、側のHqU〃よい

貝しし晒仙み･並木■〃ある

文Ｉｕｎ政(貝浅伍･図■館･田■何Ｗある

行、サービス邨充史している

治安〃よい

尻伏■土〃よい

沼気ある百巴轟ぴあら

■のⅡ史け占い

図－９街の個Ｉ

否む

街の個性のうちで自慢できるもの

生態系

士二ｍエ■■Aｌ

力ある命斜Ⅱの固臣
基■サービス
･栄養塩の側､Ｒ
･土坦の形成

`－次生産他

図－１０生態系サービスと人間の福利との関係③

に形成されるlL1然や緑は、街の魅力づくI)に大

きく関係する。華者らは、都ＴＩj居住BW境につい

て生活者の視点から各種の調査研究をﾘﾐ施して

きた､)。首都|恩Iの都市住民に対してtlTのlll1性と

なる魅力について調査した|叉１－９の紬Ⅱ↓によると、

歴史的建造物や伝統行事よりも、緑・公共交通

など暮らしやすさが街の魅力となることが分か

った。自然や緑、それらの景観的美しさが、街

の魅)｣要素として認識されている。別の調査か

ら、これら孫らしやすさの魅力は他み続けるた

めの要因にもなることが確認された。

一方、’五|述ミレニアム生態系評llliプロジェク

トは、２１i態系の人にもたらす効111を生態系サー

ビスとしてlXl-10に表した。都Tliの稗らしやすさ

においては、文化的サービス、つまりアメニテ

ィ、他1Ｊ(、社会的交流とのljIlわりが強い。具体

的状況としては①緑の中にいるとリラックスし、

快適に感じる（アメニティ）、②育成や収樋等植

物に触れる作業によって心身の機能''１１復や収穫

の喜びを得る（健康)、③植物の作業によって人

との交流が''1渦になる（社会的交流）効果であ

る。これら３効果を提供するものとして、園芸

が上げられる２１１．

筆者らは、｜繭1芸による人と植物の'111係を都市 写真－２集合住宅を囲む住民の育てた緑
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